
教育委員会だより第36号はいかがでしたでしょうか。今後も定期的に
各課所室から、教育委員会の今を伝える情報を発信していまいります。
【第36号編集担当】 管理部教育政策室 ０４８－８２９－１６２６

SSSPは 子どもと教師一人ひとりの幸せの保障と、社会の豊かさの創造のために、『学び方』
『教え方』『働き方』に、ICTの効果的・効率的な活用という横串を通し、ダイナミックな教育改革
を力強く推進していくための施策です。SSSPでは、「一人ひとりの可能性を最大限に引き出し、

新たな価値を創造していく力をはぐくむ教育の実現」をビジョンに掲げ、各事業への取組を進め
ております。ビジョンの実現に向けては、３つの改革を観点としています。

動画用二次元コード（YouTubeへ飛びます）

１人１台端末とクラウド環境を活用することで、子どもが
主役となり自身の興味・関心や、自分のペースに合わせ
た学びが可能になります。子どもが学習に使うツールを自
分で選択したり、クラウド上で学習の過程を共有したりし
ながら主体的に学ぶ姿を動画にまとめました。

令和６年５月１０日（金）から、自然の教室の受入れを開始します

舘岩少年自然の家が
２年間の中規模修繕
工事を終えて、令和６
年４月にリニューアル
オープンします。

・宿泊室のベッド、扉、カーペットを更新しました。
・エントランス、展示コーナーの天井等を更新しました。
・浴室の混合水栓、タイル等を更新しました。
・館内・敷地案内図、サインを更新しました。
・暖房設備を更新しました。
・照明をＬＥＤ化しました。
・食堂の内装を更新しました。
・屋外トイレを新しくしました。
・外壁を塗替えました。
・換気設備を更新しました。

はじめに、令和６年１月１日に発生した「能登半島地震」により、亡くなられた方々のご冥福を

お祈りするとともに、被災された皆様に、心からお見舞いを申し上げます。

さて、昨年は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、日本中で様々なイベントやお祭りが

４年ぶりに開催され、市内の生涯学習関連施設でのイベントや学校行事などに多くの保護者や地域

の皆様が参加するなど、たくさんの笑顔が戻ってきた１年でした。今年は、パンデミック後の「未

来の教育」という未知の大海原へ出航するに当たり、コロナ禍が加速させた「デジタル化の優位

性」を全面的に活用し、「教育は社会を牽引する駆動力の中核を担う営みである」との自負を持っ

て突き進まなければなりません。「日本一の教育都市」で育った子どもは、「日本一幸せな子ど

も」になってほしいと願っております。目の前の子どもの幸せを保障する教育と、子どもの将来の

幸せを保障する教育の実現を目指して、今年も様々な教育活動にチャレンジしてまいりましょう。

http://3.bp.blogspot.com/-Sfnr59bSe0M/VuIN_AvpqMI/AAAAAAAA4uY/81t-5A8UtFotGgw6TNTZauvW3ol5QnbIg/s800/school_sensei_kokuban_woman.png



